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お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
1
0年
度

決
算
の
主
な
内
容

1
0年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
般
会

計
決
算
額
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
前
年
度
に
比
較
し
て
5
年
ぶ
り
の
増
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
決
算
は
第
3
回
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

歳
入
(
2
千
7
7億
円
)

1
0年
度
の
歳
入
総
額
は
、
前
年
度
よ

り
6
9億
円
、
3
.
4
%の増
で
2
千
7
7億
円

と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
ー
の
「
財
源
別
歳
入
決
算

額
」
奮
曾
等
と
、
使
い
み
ち
が
限
定

さ
れ
な
い
一
般
財
源
は
前
年
度
よ
り
1
1一

億
円
、
0
.
9
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
に
占
め
る
一
般
財
源
の
割
合
は
6
1・
9
%

で
前
年
度
を
1
.
5ポイ
ン
ト
下
回
り

ま
し
た
。
特
別
区
税
は
特
別
減
税
の
実

施
に
よ
り
4
1億
円
、
9
.
4
%
の
減
、
特
別

区
交
付
金
は
1
9億
円
、
2
.
4
%の増
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
使
い
み
ち
か
限
定
さ
れ
る
特

定
財
源
は
5
8億
円
、
7
.
8
%の増
で
す
。

歳
入
に
占
め
る
特
定
財
源
の
割
合
は
3
8

・
I
%
で
前
年
度
を
1
.
5ポイ
ン
ト
上

回
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
は
4
1億
円
、

1
8・
2
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

は
、
地
域
振
興
劵
交
付
事
業
費
、
生
活

保
護
贄
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
繰

入
金
は
政
億
円
、
1
2・
5
%
の
増
、
財

産
収
入
は
L
億
円
、
4
4・
6
%
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
出
(
2
千
2
3億
円
)

1
0
年
度
の
歳
出
総
額
は
、
前
年
度
よ

り
4
8
億
円
、
2
.
5
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
2
の
「
性
質
別
歳
出
決
算
額
」

で
今
手
と
、
義
務
的
経
費
は
、
前
年

度
よ
り
4
1
億
円
、
U
%
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
歳
出
決
算
額
に
占
め
る
義
務
的

経
費
の
割
合
は
4
8
・
7
%
で
前
年
度
を

0.
8
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
が
1
9
億
円
。

4.
7
%
、
特
別
区
債
の
元
利
唇
器
な
ど

の
公
債
費
が
1
5
億
円
、
1
2
・
2
%
、
職

員
の
給
与
な
ど
の
人
件
費
が
7
億
円
、

1
.
6
%
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
投

資
的
経
費
は
、
前
年
度
よ
り
1
6
億
円
、

7.
4
%
の
減
と
な
り
、
歳
出
決
算
額
に
占

め
る
割
合
は
9
.
8
%
で
3
.
4
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
は
、
住
区
セ

ン
タ
ー
や
都
市
計
画
道
路
、
生
涯
学
習

総
合
施
設
の
建
設
、
区
画
整
理
事
業
、

公
園
用
地
の
購
入
な
ど
襲
冒
本
を
形

既
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

以
上
の
ぷ
つ
に
、
足
立
区
の
財
政
状

況
は
厳
し
い
状
態
に
あ
り
、
義
務
的
経

費
の
増
に
よ
る
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
国
や
都
で
も
様
々
な
歳
出

削
減
に
向
け
た
方
策
を
示
し
て
い
樂
歹
。

こ
P

じ
た
中
、
足
立
区
は
、
今
後
も
効

率
的
で
健
全
な
財
政
の
運
営
に
努
め
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

2面へ

▲ 補助第251号線の江北地区

表1　 特別会計決算額

本
決
算
は
区

議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す

お
問

い

合

わ

せ

は

予

算

課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

グラフで見る一般会計の決算内訳
グラフ1　 財源別歳入決算額グ ラ フ2　 性 質別 歳出 決算 額グラフ3　 目的別歳出決算額

※ グラフ|～3肉の%は合計額全体に対する構成比( %) は前年度に対する増減率 【一般財 源】使いみちが制約されず、どのような経 曹に 孝、停nl で夕る財渥
【特定財 源】使いみちが特定され、特定の経費にの み使 用できる財 源

区
政
最
前
線

私
か
区
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

旱
い
も
の
で
a
力
月
が
経
ち
ま
し
た
。

就
任
し
て
す
ぐ
区
長
寔
に
設
置
し
た

「
区
長
へ
の
フ
ァ
ク
ス
」
と
新
設
し
た

「
区
民
の
声
」
担
当
組
織
は
、
た
ら
い

ま
わ
し
の
禁
止
と
ス
ピ
ー
ド
を
モ
ッ
ト

ー
に
し
た
区
政
運
営
を
実
現
し
た
い
と

思
つ
た
か
ら
で
す
。

お
陰
様
で
8
月
に
は
Ⅲ
件
、
9
月
に

は
1
1
3件の
「区
民
9

ご

が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
あ
ひ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

以
前
は
、
区
民
へ
の
回
答
は
2
週
間
を

目
途
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
1
週
間

以
内
に
回
答
す
る
ぶ
冫
指
示
を
し
た
と

こ
ろ
、
早
い
も
の
は
そ
の
日
の
う
ち
に

回
答
し
、
3
日
で
実
現
し
た
も
の
が
あ

つ
た
と
報
告
を
受
け
て
お
ひ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
区
民
の
声
を
直
接

聞
く
こ
と
に
よ
り
区
民
に
身
近
な
開
か

れ
た
足
立
区
政
を
実
現
し
た
い
と
考
え

て
お
n
棄
夛
。

話
は
変
わ
ひ
ま
す
が
、
い
ま
、
区
議

会
は
m
一年
度
の
決
算
の
審
査
を
し
て
い

る
真
っ
最
中
で
す
。
区
長
に
就
任
す
る

前
も
財
政
は
厳
し
い
と
は
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
予
想
を
ほ
る
か
に
超
え
て

危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況

を
突
破
す
る
に
は
行
政
改
革
は
待
っ
た

な
し
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
都
市
経

営
の
視
点
・
民
間
活
力
の
導
入
・
コ
ス

ト
意
識
の
徹
底
と
い
う
3
つ
の
改
革
が

必
要
で
す
。

私
は
、
限
ら
れ
た
財
源
夲
効
果
的
に

活
用
し
、
ス
リ
ム
な
行
政
組
織
と
ス
ピ

ー
デ
ィ
な
行
政
運
営
に
よ
ひ
選
挙
で
の

公
約
を
実
現
し
、
区
民
福
祉
の
向
上
を

図
る
こ
と
で
「
希
望
の
も
て
る
生
活
者

の
ま
石
・
足
立
」
づ
く
り
に
全
力
を
つ

く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

区
長
　
鈴
木
　
恒
年

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

※
歩
き
タ
バ
コ
も
や
め
ま
し
よ
う

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
ワ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康

術
/
選
挙
豆
知
識

4
・
5
面
▽
特
別
展
「
絵
馬
展
」
/
学
校
ア
ル
バ
ム
/
区
民
農
園
利
用
者
募

集
/
足
立
区
功
労
者

6
・
7
面
マ
く
ら
し
の
情
報
/
掲
示
板
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
8

面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
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1面より

決
算
Q
&
A

Q
　
い
ろ
い
ろ
な
数
字
が
並
ん
で
い

ま
す
が
、
決
算
と
は
何
か
が
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
。

A
　
簡
生
に
い
え
ば
、
抄
沍
の
咀
立

ぼ
の
す
ぺ
て
の
仕
事
の
結
果
を
薮
字
で

表
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

Q
　
決
算
に
は
ど
ん
な
意
嚢
が
あ
る

の
で
す
か
。

A
　
決
算
は
、
予
算
の
執
行
の
実
績
を

示
し
て
、
計
圃
ど
お
り
に
執
行
さ
れ
た

か
ど
岑
か
を
検
討
す
る
た
め
に
作
成
さ

れ
る
資
料
で
す
。
区
議
会
や
区
民
の
皆

さ
ん
が
X
政
か
子
エ
ッ
ク
す
た
め
の
埀

譬
な
資
料
と
な
り・童
馬

Q
　
1
面
の
グ
ラ
フ
2
「
性
質
別
歳
出

決
算
額
」
の
義
務
的
経
費
と
は
ど
う
い

う
も
の
で
す
か

A
　
法
令
の
規
定
あ
る
い
は
性
質
上

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
任
意

に
削
減
す
る
こ
と
の
で
忝
な
い
硬
直
性

の
極
め
て
強
い
経
費
で
す
。

Q
　
義
務
的
な
経
費
が
増
え
る
と
ど

う
な
る
の
で
す
か

A
　
一
般
的
家
計
に
例
え
る
と
、
毎
月

の
給
料
か
ら
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
代
、
ロ
ー

ン
の
返
済
な
ど
が
増
加
し
、
自
由
に
使

え
る
お
金
が
少
な
く
な
る
と
い
う
'」と

で
す
。
足
立
区
に
お
い
て
も
同
様
で
、

義
務
的
経
費
の
痼
加
は
、
臨
時
的
・
緊

急
的
な
事
霎
、
新
た
な
事
業
へ
の
対
応

を
困
難
に
し
ま
す
、

Q
　
1
0年
度
足
立
区
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
で
す
か
?

A
　
衷
2
怕
年
度
に
行
っ
た
主
な
事

罘

に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q
　
一
磐
訂
以
外
に
は
、
ど
の
よ
う

な
会
計
が
あ
る
の
で
す
か

A
　
特
別
の
事
業
に
つ
い
て
一
般
会

計
か
ら
区
分
し
て
、
そ
の
収
文
を
別
個

に
経
理
す
る
特
別
会
計
が
あ
n
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
、
用
地

特
別
会
計
の
3
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り

ま
す
。
決
算
額
は
、
―
面
の
表
1

寤

別
会
計
決
算
額
」
の
と
お
り
で
す
。

Q
　
1
0年
度
決
算
の
特
徴
は
何
で
す

かA
　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
対
前
年
比

で
5
年
ぶ
り
に
鵬
に
転
じ
た
こ
と
で
す
。

そ
の
主
な
要
因
は
、
歳
入
で
は
、
待
別

減
税
の
実
施
に
伴
う
特
別
区
民
税
の
減

等
が
め
っ
た
も
の
の
、
地
方
消
賢
税
交

付
金
や
国
廁
支
出
金
が
増
加
し
た
こ

ぺ

歳
出
で
は
、普
通
建
設
事
業
費
の
減

が
あ
。つ
た
も
の
の
、
義
務
的
経
費
や
物

件
費
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

表2　10 年度に行った主な事業　( 百万円)

保
健
福
祉

ガ
イ
ド

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

例凡

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
真
っ
最
中
の
あ
な
た
へ

子
ど
も
と
離
れ
て
、
お
母
さ
ん
か
ら

あ
な
た
自
身
に
戻
っ
て
話
し
ま
せ
ん
か

費
用
卜
無
料

申
込
卜
電
話
で
随
時

※
保
育
あ
り

場
・
申
・
問
先
卜
東
和

保
健
相
談
所a

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)

日
時
卜
H
月
1
日
㈲
・
8
日
囲
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
日
マ
ー

日
目
・・・
高
脂
血
症
と
は
/

食
事
で
減
ら

す
工
夫

マ
2

日
目
・
:
手
軽
に
で
き
る

運
動
/

は
じ
め

胥

屬

周
軻
予
防

定
員
卜
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
日
1
0

月
1
9一日
か
ら
電
話

場
・
申
・
問
先
川

東
和
保
健
相
談
所

容
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

調
理
体
験
教
室
　
～
骨
を
丈
夫
に
～

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
と
も
に
、

骨
の
健
康
づ
く
ひ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

内
容
ト
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
日
時
卜
1
1
月
1
1
日
團
、

午
後
2
時
～
4
時
場
所
卜
花
畑
セ
ン

タ
ー

定
員
H
2
5人
(
先
着
順
)

費

用
卜
3
0
0
円
(
材
料
費
)

持
ち
物
ト
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用

具

申
込
H
1
0月
1
2日
か
ら
電
話

申
・
問
卜足
立
保
健
所
栄
養
指
導

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

膠
原
病
講
演
会
膠
原
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

ス
テ
ロ
イ
ド
の
対
策

日
時
卜
1
1
月
5
日
嵐
、午
後
2
時
～
4

時

対
象
卜
膠
原
病
の
患
者
お
よ
び
家

族

講
師
川
河
野
肇
(
東
京
大
学
医
学

部
ア
レ
ル
ギ
ー
リ
ウ
マ
チ
内
科
医
師
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
電
話

場
所
ト

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル

申
・
問
先
日
江
北
保
健
相
談
所

a
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

糖
尿
病
予
防
教
室
(
2
日
制
)

日
時
H
H
月
2
日
叫
・
8
日
側
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時

内
容
卜
糖
尿
病
に

な
り
な
い
た
め
の
お
い
し
い
食
事
の
と

り
方
/
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と

と
は
/
歯
周
病
予
防
に
つ
い
て

講

師
日
岡
田
憲
明
氏
(
愽
慈
会
記
念
病
院

医
師
)
ほ
か

定
員
H
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
H
無
料

申
込
卜
1
0月
1
2日
か
ら

電
話

場
・
申
・
問
先
卜江
北
保
健
相

談
所
a
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

歯
周
病
健
診
8
0
歳
で
2
0本
の
歯
を
保
と
う

2
0歳
～
3
9歳
ま
で
の
区
民

日
時
日
1
0
月
1
8
日
照
、午
後
1
時
1
5
分
～

2
時
3
0分

場
所
卜
千
住
保
健
所

内
容
卜
歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
、
健

康
教
育
、
相
談

定
員
H
3
5人
(
先
着

順
)

費
用
日
無
料

申
込
卜
1
0月
1
2

日
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

申
・

問
先
日
千
住
保
健
所
歯
科
衛
生

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

4
0歳
～
6
0歳
ま
で
の
区
民

期
間
卜
1
2年
3
月
3
1日
ま
で

場
所
日

区
内
実
施
歯
科
医
院

定
員
卜
千
人
(

先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

「
歯
周
訶
健
診
希
屏

と
記
入

問
先
日

保
健
予
防
係

〒
四一
・
8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
1
1

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
H
H
月
4
日
困
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

対
象
ト
ア
レ
ル
ギ
ー
が

心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

内
容
目
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ぜ
お
き
る
の
・
ア
ト
ピ
ー
つ

て
?
/
住
ま
い
と
環
境

講
師
H
小
田

嶋
安
平
氏
(
昭
和
大
学
病
院
小
児
科
医

師
)
ほ
か

定
員
卜
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
1
0月
1
2日
か
ら

電
話

場
・
申
・
問
先
卜
中
央
本
町
保

健
相
談
所

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

遊
び
の
会
(
後
期
募
集
)

親
子
で
で
き
る
遊
び
や
、子
育
て
に

つ
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。引
つ
越
し

て
き
て
友
達
が
欲
し
い
方
な
ど
、子
ど

も
と
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
卜
1
0
月
～
2
月
に
毎
月
I
回
、午

前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
1
1
一
時
3
0
分
対
象
卜
東 和

保
健
相
談
所
管
内
の
親
子

▽
じ
ゃ

ん
け
ん
ぽ
ん
…
1
歳
6
ヵ
月
～
2
歳
6

ヵ
月

▽
ゆ
う
ゆ
う
・
=
2
歳
6
ヵ
月

～
就
園
前

定
員
H
3
0組

申
込
日
電

話

塲
・
申
・
問
先
卜
東
和
保
健
相
談

所
a
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
足
立
区
児
童
手
当

児
童
手
当
お
よ
び
特
例
給
付

▽
児
童
手
当
・
:出
生
届
を
出
し
た
方
や

区
外
か
ら
転
入
し
た
方
な
ど
で
、
受
給

資
格
に
該
当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な

い
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

公
務
員
の
方
は
動
務
先
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
特
例
給
付
・
:厚
生
年
金
や
私
立
学
校

共
済
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
特

例
給
付
の
対
象
に
な
旨
ま
す
。

受
給
資
格
H
区
内
在
住
で
3
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

手
当
月

額
卜
3
歳
未
満
の
児
童
が
、
1
人
目
・
2

人
目
の
と
き
は
5
千
円
/
叉

目
以

降
の
と
き
は
1
万
円

な
お
、
請
求
の

翌
月
分
か
ら
支
給
の
対
象
に
な
口
ま
す
。

ま
た
、
現
在
受
給
中
の
方
が
、
会
社
を

退
職
す
る
な
ど
で
申
請
時
と
年
金
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
手
続
き
が

必
要
で
す
。

足
立
区
児
童
手
当

受
給
資
格
H
区
内
在
住
で
、
満
3
歳
以

卜
跼
冫
歳
未
満
の
第
1
子
以
降
の
児
童
(

た
だ
し
、
死
亡
児
童
蔘
吸
く
)
奮
言
め

て
叉

以
上
の
児
童
を
餐
育
し
て
い
る

方

手
当
月
額
卜
1
万
円

-

い
ず
れ
も
匚
卜

所
得
制
限
が
あ
ひ
ま
す
。
状
況
に
よ

ひ
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

先
卜
児
重
手
当
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務

所
(
表
4
)

表4　 福祉事務所一覧

介
護
保
険

Q
&

A

第14回

要
介
護
認
定

申
請
の
受
付

Q
申
請
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
?

A

1
0月
1
日
よ
り
要
介
護
認
定
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

の
手
続
き
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

先
は
介
護
保
険
課
、
福
祉
事
務
所
な
ど

で
受
け
付
け
て
い
朿
す
が
、
都
か
ら
指

定
を
受
け
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
で

も
提
出
の
代
行
を
し
ま
す
。
介
護
保
険

課
へ
の
提
出
は
、
郵
送
で
も
可
能
で
す
。

申
請
書
に
は
、
本
人
の
印
鑑
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
治
医
の
氏
名
・
病

院
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
を
記
入
す

る
欄
が
あ
叮
ま
す
の
で
あ
う
か
じ
め
確

認
の
上
、
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
主
治

医
が
い
な
い
場
合
は
、
申
請
時
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
要
介
護
認
定
の
申
請
夸
す
る
と
、

訪
問
調
査
員
(
区
の
職
員
奥
底
、
区

の
委
託
を
受
け
た
介
護
支
援
専
門
員
)

が
お
宅
を
訪
問
し
、
心
身
の
状
鵯
な
ど

に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
杳
蒼
行
い
求
冤

申
請
の
結
果
は
申
請
日
か
ら
3
0
日
以
内

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
か
、
H
年
1
0
月
～
1
2
年
3
月
ま
で
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
結
果
通
知
の
発
送

が
3
0日
を
越
え
る
場
合
が
多
く
想
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
(

介
護
保
険
課
)

1
0月
1
7日
～
2
3日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
や
J
R
、
N
T
7

な
ど
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
ほ
あ
n
ま
せ
ん
か
。
そ
の
ぶ
冫
な

と
き
は
「
行
政
相
談
委
員
」
(表
3
)
が

相
談
に
5
じ
て
い
ホ
す
。「
行
政
相
談
委

芦

は
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識

者
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
受
け

し
、
濔
左

処
置
や
助
言
を
行
う
な
ど
、

牙
疝
な
と
こ
ろ
で
E
躍
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
次
の
と
お
ひ
特
設
相
談
を
開

設
し
ホ
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
燉
守
で
す
。

日
時
日
1
0月
2
1日
團
・
刀一日
窗
、
午
後
1

時
～
4
時

場
所
日
西
新
井
サ
テ
ィ

正
面
玄
関
(
西
新
井
駅
東
口
)

※
行
政
相
談
は
次
の
と
お
り
常
設
し
て

い
ま
す

・
:日
時
卜
毎
月
第
3
金
曜
日
、

午
後
1
時
～
4
時

場
・
問
先
日
広
聴

相
談
係

表3　 行政相談員一覧
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(
親
)
(
乳
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

(親
)医
療
証
の
現
況
届

1
0月
8
日
に
現
況
届
を
発
送
し
ま
し

た
。こ
れ
は
屋
雖
証
奎
芍

て
い
る

方
の
資
格
の
確
認
と
、
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
証
の
確
認
の
た
め
必
要
で
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
険
証
の
コ
ピ

ー
を
添
付
の
う
凡
、
必
ず
1
1片
1

日
ま

で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い

※
現
況
届

が
提
出
さ
れ
な
い
と
平
成
1
2年
分
の
聊

医
療
証
を
お
送
り
で
き
ま
せ
ん

(乳
)医
療
証
は
届
き
ま
し
た
か

今
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
㈹
医
療

証
を
1
月
2
4日
に
発
送
し
ま
し
た
。
お

子
さ
ん
が一
歳
以
上
就
学
前
で
所
得
超

過
等
に
よ
り
、
対
象
と
な
う
な
か
っ
た

方
等
へ
の
通
知
も
同
時
に
発
送
し
ま
し

た
。1

0月
以
降
に
受
犂
す
る
と
き
は
、
必

ず
新
し
い
医
療
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
(
負
担
者
番
号

が
変
わ
る
場
合
が
あ
ひ
嫐
す
)
。
※
保

険
証
や
ご
家
族
の
状
況
に
変
更
が
あ
っ

た
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
先
卜

児
竜
區
療
係

参
加
者
募
集
　
障
害
者
(
児
)
文
化
祭

舞
台
発
表
会

日
時
川
1
2
月
6
日
囲
、午
後
1
時
～
4

時

場
所
卜
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内

容
卜
劇
/
合
唱
/
合
奏
/
舞
踊
ほ
か
T

団
体
1
5分
程
度
)

期
限
卜
1
0月
2
9

日作
品
展

日
時
仙
一
月
3
日
～
9
日
場
所
H
区

役
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
容
卜
絵
画
/
書

道
/
工
芸
/
手
芸
/
詩
歌
ほ
か

期
限
日
1
1
j
月
1
9一日

ー

い
ず
れ
も
ー

対
象
卜
区
内
在
住
、
在
動
、
在
学
の
障

害
者
の
方
申
込
卜
直
接
持
参
ま
た
は

郵
送
申
・
問
先
卜
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
事
業
係
〒
1
2
1
・
0
0
5

7
神
明
南
2
-
6
-
1
8

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

〒
1
2
3・0
8
6
3

谷
在
家
3
-
1
3
1
1
a
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催

今
年
も
こ
れ
ま
で
の
つ
な
が
り
や
新

し
い
出
会
い
を
大
切
に
、
地
域
の
方
々

と
と
も
に
、
盛
大
な
お
祭
ひ
を
開
催
し

ま
す
。
日
時
日
1
0
月
3
1
日
興
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
内
容
ト
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
/
音
楽
会
/
体
験
コ
ー
ナ
ー
/

流
し
踊
り
/
太
鼓
/
模
擬
店
な
ど

※

お
聿
で
の
ご
来
場
啖
洫
蘆
く
だ
さ
い

・
当
日
の
ボ
ーフ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

申
込
卜
電
話

期
限
卜
1
0月
1
5日

-

い
ず
れ
や
ト
ト

場
・
申
・
問
先
卜
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
3
)
0
6
3
7

』

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
が
あ
る
方
と
一
緒
に
祭
n
を
創

ひ
あ
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
夲
募
集
し
て

い
求
す
。
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

。

日
時
卜
1
1
1
1

一
月
1
4
日
囲
、
午
前
9

時
～
午
後
4

時

対
象
日
高
校
生
以
上

内
容
日
通
所
者

介
助
、
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
の
手
伝
い

な
ど

期
限
卜
1
0月
2
9日

場
・
申
・

問
先
卜
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

慢
性
呼
吸
器
障
害
者
の
呼
吸
器
教
室

慢
性
呼
吸
器
機
能
障
害
者
の
方
の
日

常
抱
え
て
い
る
悩
み
や
不
安
に
応
え
る

た
め

、
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て

、
呼
吸
器
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

※
1
2
月
に
は
中
途
視
覚
障
害
者
、1

月

に
は
中
途
聴
覚
障
害
者
向
け
教
室
を
予

定
し
て
い
ま
す

日
時
卜
1
1
1
1
一
月
4
日
團
、午
後
1
時
～
4

時

場
所
卜
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

対

象
卜
区
内
在
住
で

、
結
核
後
遺
症
な
ど

に
よ
る
慢
性
呼
吸
器
機
能
障
害
を
お
持

ち
の
方
お
よ
び
関
係
者

内
容
U
医
師

に
よ
る
講
話
(
障
害
の
理
解
・
日
常
生

活
上
の
管
理
・
工
夫
)
/
呼
吸
体
操
/

情
報
交
換
会

定
員
卜
5
0人
(
抽
選
)

費
用
H
無
料

申
込
川
電
話

期
限
卜
1
0

月
2
2日

問
・
申
先
卜
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

容
(
5
6
8
2
)
5
3

了
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

容
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

日
本
身
体
障
害
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

障
害
者
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
社
会

参
加
を
促
掌
」と
を
目
的
と
し
て
き
た

こ
の
大
会
も
第
九
回
と
な
り
ま
し
た
。

日
時
卜
p
一
月
1
8
日
出
・
1
9
㈲
、午
前
9

時
～
午
後
6
時
場
所
卜
里
只
武
道
館

対
象
卜区
内
在
住
・
在
動
で
身
体
障
害

者
手
帳
、
愛
の
手
帳
を
所
持
す
る
1
6歳

以
上
の
方

費
用
卜
1
種
目
に
つ
き
一

人
千
円

種
目
ト
ダ
ブ
ル
ス
/
シ
ン
グ

ル
ス

申
込
卜
電
話

期
限
卜
1
0月
1
8

日

申
・
問
先
卜
障
害
福
祉
計
画
係

1
0月
は
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
で
す

キ
ャ
リ
ア
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
(
高
年
齢

者
就
職
相
談
会
)

企
業
と
中
高
年
齢
者
の
方
々
が
一
堂

に
会
し
て
行
う
、
集
団
見
合
い
方
式
に

よ
る
就
職
面
接
会
で
す
。

日
時
卜
1
0

月
2
2日
窗
、
午
後
1
時
～
4
時

場
所

=す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
(
墨

田
区
吾
妻
梔
1
-
2
3
-
2
0
)

高
年
齢
者
再
就
職
援
助
セ
ミ
ナ
ー

高
年
齢
者
で
、
働
く
希
望
を
お
持
ち

の
方
や
失
業
中
の
方
の
再
就
職
を
支
援

す
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。

日
時
=

1
0月
2
8日
團
、
午
後
1
時
3
0分
～
4
時

場
所
卜綾
瀬
プ
ル
ミ
ェ

ー

い
ず
れ
も
ト
ト

に

費
用
=
無
料

申
込
日
直
接
会
場
へ

問
先
卜在
宅
調
整
係
ま
た
は
(
ロ
ー
ワ

ー
ク
足
立

昔
(
3
8
7
0
)
8
6
0
Q
}

介
護
保
険
基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
登
録
説
明
会

区
内
で
介
護
保
険
の
基
準
該
当
居
宅

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
予
定
し
て
い
る
団
体
を
対
象
に
登

録
手
続
き
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
卜
1
0月2
7日
團
、午
後
3
時

場

所
H
区
役
所

申
込
日
電
話

申
・
問

先
卜
介
護
保
険
課
保
険
給
付

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程
(第
5
回
)
夜
間
コ
ー
ス

期
間
=
1
1
一
月
2
7
日
～
1
2
年
1
月
2
9
日

対
象
ト
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く

こ
と
を
希
望
す
る
方
お
よ
び
既
に
働
い

て
い
る
方
で
、
講
習
期
間
中
全
日
を
通

し
て
受
講
で
4
る
区
民

定
員
日
6
0人

斑
公
開
抽
選
を
1
0月
2
2ぼ
窗
、
午
前
1
0

時
か
ら
区
役
所
で
開
催
。
結
果
は
全
員

に
通
知

費
用
卜
7
千
2
0
0円(
テ
キ
ス

ト
代
5
千
2
0
0
円
、
実
習
費
2
千
円
)

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
生
年

月
日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受

講
希
芦

と
明
記

期
限
H
1
0月
1
8日

必
着

※
複
数
応
募
は
無
効

申
先
卜

高
齢
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0・8
5
1
u

中
央
本
町
―
-
1
7
-―

問
先
卜
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

a
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会

よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た
め
の
体
と
心
の
リ
ハ
ビ
リ

病
気
の
理
解
、個
々
に
応
じ
た
リ
(

ビ
リ
の
実
際
を
学
び
ま
す
。講
師
卜

池
田
誠
氏
(
都
立
保
健
科
学
大
学
理
学

療
法
学
科
教
授
)
日
時
卜
n
月
1
日

囲
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
定

員
日
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
1
0月
1
2日
か
ら
電
話

場
・

申
・
問
先
日
千
住
保
健
所

登
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ワン ポ イント 健 康
術

【肩こり を ほぐ すた め に】

人間が引力に逆らって立つ動物である以上、肩こり・腰痛は永遠
のテーマです。肩こりの症状としては「肩がだるい、重い」「首が張
る」など人によって症状も様々です。ひどくなると頭痛、吐き気な
どの原因にもなります。今月は、肩こりをほぐすため簡単な体操を
ご紹介します。ひどくならないうちにやってみましょう。

〈肩こりのメカニズム〉 〈肩こりをほぐす体操〉
～血液の流れをよくする～

腕を前から横に
反対の手で引き寄
せる( 左右両方行
う)

左手を 背中に回
し、右手で斜め下
に引く。首を右に
倒し。首の横から
肩に力現iて伸ばす(
逆側も同様に)

ひじを曲げた状態で
腕の上げ下ろしをする

両手を頭の後ろで組
み、ひじ を開いたり閉
じたりする

仰向けに寝て、息を吸いな
がら頭と腰を起点にし て背中
を反らせる。息を吐くと同時
に背中を落とす( ひどい腰痛
の人はやらない)

仰向けで両ひざを胸に引
き寄せ、そのままの状態で
ひざを上下に動かし体を揺
さぶる( ひどい腰痛の人は
やらない)

〈体育 課〉

選
挙
豆
知
識

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
、有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止

公
職
選
挙
法
は
、
き
れ
い
な
選
挙
、

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
の
た
め
、

寄
附
の
禁
止
に
つ
い
て
厳
し
く
規
制
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
政
治
家
が
選
挙

区
内
で
行
わ
れ
る
町
内
会
の
運
裂
笞

ど
に
際
し
、
僵
蒔
カ
ッ
プ
や
賞
品
な
ど

を
贈
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
嫐
T
。

ま
た
、
有
権
者
が
こ
れ
を
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
康
す
。
違
反
し
て
処

罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
(
選
挙
権
・
被

選
挙
権
)
が
停
止
さ
れ
康
す
。

「
送
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
に

つ
な
が
ひ
毒
司

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
奪
回
。

問
先
日
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

施
設
見
学
会
　参
加
者
募
集

日

時
等
日
左

表

対

象
日
区
民

定

員
卜
各
日
2
3
人
(

抽
選
)

費
用
卜
無

料

申
込
卜
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
日
(

第
2

希
望
ま
で
可
)
、
参
加
者
全
員
(
個

人
は
3

人
ま
で

、
団
体
は
代
表
者
の

み
)

の
住
所
、
氏
名

、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
施
設
見
学
会
い
と
明
記

期
限
卜
1
0

月
2
5日
必
着

申
・
問
先
卜
広
報
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
　
　
　
S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

施設見学会コース

※ いずれも、時間は午前9時30分～
午後4 時( 予定)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
①

今
日
の
惠
只
で
は
、こ
こ
が
同
和
地

区
で
あ
忝
と
し
て
、
そ
の
実
能
蒭
ほ
っ

き
り
つ
か
む
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
も
な
お
、
文
化
的
に
も

経
済
的
に
も
低
い
生
活
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
地
域
が
あ
ひ
ま
す
。

歴
史
的
に
み
る
と
、
江
戸
時
代
に
は
、

江
戸
の
一
画
に
弾
左
衛
門
と
い
う
人
が

屋
敷
を
構
え
て
、
関
東
を
中
心
に
当
時

の
「
士
・
晨
・
エ
・
商
」
よ
り
さ
ら
に

低
い
身
分
と
し
て
侭
わ
れ
た
人
た
ち
を

支
配
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
弾
左
衛
門
が
治
め
て
い
た
総
家

数
は
、
寛
政
1
2年
(
千
8
0
0年)
に
、
弾

左
衛
門
が
奉
行
所
に
出
し
た
上
申
書
に

よ
る
と
、
江
戸
を
含
め
て
7
千
7
0
0軒
。

ま
た
、
大
正
1
0年
の
内
務
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
東
京
都
内
に
は
、
な
お
4
6の

被
差
別
部
落
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ホ
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
正
時
代
に
は
あ
っ
た

恵
示
の
同
和
地
区
が
、
現
在
明
確
で
な

い
の
は
ど
P

‥
)て
で
し
ょ
冫
か
。

墓
京
が
他
の
都
市
、
他
の
地
孳
と
異

な
っ
た
の
は
、
日
本
の
首
都
で
あ
り
、

巨
大
都
市
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い

ホチ

。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ
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一
枚
の
絵
馬
か
ら

郷
土
の
先
人
た
ち
生
活
が
見
え
て
く
る

郷
土
博
物
館
特
別
展

足
立
の
絵
馬

…
社
寺
参
詣
大
願
成
就
…

10月26日～
11月28日

郷
土
博
物
館
で
は
、
歴
史
資
料
や
文

化
財
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

の
展
示
で
は
、
区
内
の
社
寺
に
奉
納
さ

れ
た
社
寺
参
詣
の
紀
念
絵
馬
を
4
0点
ほ

ど
紹
介
し
ま
す
。

主
な
展
示
絵
馬

▽
寫
十
悪
芯

記
念
絵
馬

▽
秩
父
参
詣
記
念
絵
馬

▽
伊
勢
神
宮
参
詣
絵
馬

▽
善
光
寺
参
詣
絵
馬

「
足
立
の
絵
馬
」
の
解
説
会

日

時
卜
n
月
3
日
吸
1
3

日
出

浹
解
説
は
い
ず
れ

も
、
午
後
2

時
か
ら

L
時
間
程
度

富士登山記 念絵馬( 大正9 年)

大正9 年の 庚申( かの えさ

る) の年は。富士信仰の爾緑年

であり、講中が、三猿に導かれ。

る図柄となっている。

( 江北永J 11神社所蔵)

秩父参拝記念絵馬( 大正9 年)

参拝した三社を描いている。

( 六木諏訪神社所蔵)

さまざまな絵画

絵
馬
は
祈
願
の
た
め
、

婁
ぽ
祈
願
成
就
の
お
礼
と

し
て

社
寺
に
奉
納
す
る
板
絵
で

す
。

署
名
な
絵
師
の
描
い
た
芸
術
的
色
彩

流

石

大
絵
馬
や
、
簡
素
な
絵
柄
で

庶

民
の
民
間

官
仰
色
の
強
い
小
絵
馬
な
ど
、

そ
の
種
類
や
祈
願
の
内
容
に
碚

♀

き

掌
な
も
の

が
見
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
私
だ
ち
か
目
に
す
る
'
y
か

多
い
小
絵
馬
は
矼

尸
時
代
以
降
に
形
つ

く
ら
れ
、
人
々
の
栗
朴
な
顫
い
や
お
礼

の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ホ

歹
。

健
康
や
受
験
2

鞳

、
緑
蒟

陛

ど

奮

笥

て

奉
納
す
る
絵
馬
が
葮
も
身
近

に
な
っ
て

い
ネ

歹
。

絵馬…なぜ「馬」なの?

古
代
に
は
、
祭
皋
祈
願
の
y
き
に

神
霊
の
衆
ひ

物
で
あ
る
と
さ
れ
た
馬
を

神
前
に
捧
げ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
き
た
馬
を
捧
げ
る

こ
と
ほ

経
済
的
に

負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
木
馬
な
ど
秬

代
わ
り
に
す
ま

っ
に
な
り
、
さ
ら
に

板
に
馬
の
瓷
を
悉
い
た
も
の
釁
奉
納
す

る
ぶ
っ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
絵
馬

の
始
ま
り
で
す
。
そ
し
て
、
次
第
に
馬

だ
け
に
関
わ
ら
す

、
い
ろ
い
ろ
な
図
柄

が
描
か
れ
る
ぶ
っ
に
な
り
ま

し
た

。

足立区内の絵馬

区
内
の
絵
馬
に
も
多
く
の
種
順
が
み

穴
ホ
y
。
な
か
で
も
、
伊
勢
神
宮
。

富
士
浅
間
神
社
、
善
光
寺
な
ど
通
方
の

社
寺
へ
の

参
詣
か
ら
戻
る
こ
と
が
で
き

た
お
礼
と
記

念
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
か

数
多
く
見
ら

れ
ホ

歹
。

今
回
の

絵
馬
展
で
ほ

、
こ
の
社
寺
参

詣
の
絵
愚

百

り

苑

ほ
て

い
ま
す
。
絵

馬
は

絵
馬

屋
と
呼
ば
れ
る
職
人

が
製

作
・
販
売
し
て
い
声

し
た
。
絵
馬
に
は

各
社
寺
用
に
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
下
絵

が
あ
り
汞

し
た
が
、
職
人
の
手
に
よ
っ

て
、
参
詣
者
の

特
徴
が
加
え
穴

、
職

人
の
国
力
や
、
参
詣
者
の
感
動
や
満
足

唇
を
う
か
が
冫

」
と
が
で
膏
汞

す
。

当
時
の
絵
馬
を
調
べ
る
こ
と
で

、
人

々
の
信
仰
の
広
か
皋

旅
の
様
-孑
を

つ

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
重

豕
y
。

特別展「足立の絵馬」についての
お問い合わせは郷土博物館

3620- 9393

郷土博物館利用案内
所在地= 大谷田5- 20- 1

開館時間=午前9時～午後5畔( 入館
は午後4 時30分まで) ※ 休館日は毎
週月曜日 入館料= 大人20D円/ 小・

中学生100円( 20人以上の団体は半額)
毎月第2 土曜日および卜月3 日( 祝) は

無料公開日。10月～12月は生涯学習推進期
問のため70歳以上の方は無料

( 交通) 東武バス亀有駅北口～六ツ木祁住間足立郷土
博勧館前下車または亀有駅北口～六ツ木団地・八潮車庫・
木曽根間 大谷田五丁目下車徒歩5 分

東京都文化財ウィーク
( 11月3日～14日)期間中、都内各所

では約100ヵ所の文

化財を一斉に公開します。
足立区では、伊興遺跡公園の展示品の解説をします。

日時=||月6日( 土) 、14日〔日〕、午前9時～午僅4畤

寶用= 無料 悶先= 郷土博物館a390 一939311
東京都文化財ウィークについてのお問い合わせは、摺・

教育斤生涯字習部文化钁B5320 ―6862

郷土博物館の催し
郷土芸能鑑賞会 高砂祭囃子保存会

の皆さんによる、ま

つりばやしの実演を行います。 日時=11 月3 日鴫( 無料
公開日) 、正午・午後1 時 場・問先= 郷土博物館

a3620- 9393

11

年

度
　

足

立

区

功

労

者

岬
T

日

図

民
の
日
」
に
、
H
年

苳

笠

区
功
労
者
表
彰
式
が
区

役
所
庁

舎
ホ

ー
ル
で
怛
p

れ
ま
し
た

、
自
冶
功

労

、
見

裾

祉
功
労
な
ど
1
4分

野
で

、

区
に
永
年
功
労
の
あ
っ
た
2
3
4人
の

方
々

が

、
表
彰
さ
れ
声
レ
た

。(
敬
称
陋
)
　

一
自
治
功
労
」

翕

防
団

悉

青
木
茂
、
阿
出
川
正

光
、
阿
部
俊
夫

、

井
口
一
美

、
池
田

紀
男

、
椏
本
膚
政

、

遠
那
勝
彦

、
湟

縢
尋
司

、
戦
田
伸
夫

、

燉
子
力
三

、
小
宮
守

、
相
良
浩
二

、
出

口
正
『

中
嶋
隗

、
南
都
秀
雄

、
橋
本

榮
治

、
速
石
幸
雄

、
松
丸
至
宏

、
南
澤

光
夫

、
村
越
茂

、
谷
古
宇
利
成

、
椥
田

優

、
山
崎
一
男

(
町
会
・

自
治
会
長
)

阿
部
忽
二

、
石
塚
昌
太
郎

、
随
倉
直
喜

、

関
根
竹
男

、
高
桑
安
雄
、
田
中
茂

、
田

中
力
也
、
鶴
飼
正

昭

、
豊
Ⅲ
繁
俊

、
菱

沼
政
司
じ

吊

茂
隆

、
村
井
秀
雄

{
桍
番
霽

理
者
・
投
果
立
会
人
}

野
ロ
タ
ミ

(
行
政
功
労
恣

羽
住
爽
惠

、
昼
間
敏
子

(
社
会
福
祉
功
労
J

食

生
委
貝

、謚

曇

貝
)

相
川
フ
ク

、
浅
井
米
子

、
有
馬
妙
子

、

飯
泉
節
子

、
飯
田

稔

、
井
川
浅
吉

、
池

田
惠
美
子

、
石
井
春
江

、
石
渡
弘
子

、

伊
那
里
子

、
岩
下

安
壽
、
岩
田
浩
一

、

植
原
靜
子

、
薄
井
岬
子

、
宇
田
川
す
叭

、

内
山
ヱ
ミ
子

、
江

原
正
太
郎

、
大
久
保

啓
一

、
大
島
小
眞
里

、
太
田
豎
子

、
岡

褥
正
江

、
小
山
内
正
五
郎

、
尾
野
上
ミ

ヨ

、
梶
肝

于
、
鹿
角
千
賀
子

、
加
藤
秀

子

、
金
子
君
江

、
金
子
さ
ぐ
子

、
令
子

信
子

、
小
金
井
勘
三
郎

、
小
菅
恵
零

弌

小
菅
け
さ

、
齊
藤

武
呎

佐
々
木

鎭
男

、

原
村
武
、
柴
崎
高
夫

、
島
田

雅
行

、
杉

山
鮪

鈴
木
酉
久
江

、
鈴
木
久
美
子

、

須
田
陽
子

、
瀧
林
與
古

、
武
井

静
子

、

Ⅲ
商
貞
代

、
立
石
勇

、
田
中
健
治
、
出

中
千
惠
子

、
田
邊
サ
ダ
子

、
辻
康
匡

、

角
田
久
江

、
土
并
す
み
子

、
遠
山
キ
ヨ

、

中
田
賁
弘

、
中
西
芳
造
、
中
村
謙
司

、

中
山
久
榮

、
虞
田
恒

、
野
辺
陽
子

、
僑

本
昭
男

、
長
谷
川
美
津
子

、
比
志
郎
芋

、

平
野
淑
子

、
平
林
方
子

、
星
野
一
子

、

星
野
敬
子

、
牧
野
カ
ヨ

、
捗

宣

子

、

松
野
ま
さ
子

、
只
野
安
子

、
宮
田
美
代

子

、
森
田
順
子

、
矢
島
幸
子

、
安
井
隆

子

、
矢
乍
義
明

、
山
口
久
子

、
山
嵜
美

佐
子

、
山
澤
紀
美
子

、
山
本
祥
一

、
吉

田
幸
現

吉
野
誠
三

、
渡
邉
時
子

食

護
5

浅
賀
和
夫

、
荒
井
熄
一

、
石
井
節
夫

、

伊
藤
啓
一

、
井
深
雅
美

、
榎
本
道
子

、

大
津
高
治

、
加
渾
魯
彦

、
阪
本
好
雄

、

鈴
木
新
太
郎
、
鈴
木
務

、
鈴
木
譚

、
藤

耒
靖
呎

松
下
物
介

、
松
永
博

、
宮
越

降

、
渡
邉
良
夫

〔
社
会
生
活
功
労
一

翕

火
事
笑
功
労
者
)

小
池
又
雄

、
小
林
節
子

、
高
騰
憬

に
　
9

犯
事
業
功
労
者
)

飯
島
弘

一
公
衆
衛
生
功
労
】

{
公
衆
衛
生
行
政
功
労
者
}

木
村
明
生

{
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
}

荻
原
利
喜
雄

、
金
沢
晴
男

、
佐
々
木
智

康

、
高
山

幹
子

、田
村
朝
英

、萬
葉
彰
一

痙

育
園
保
健
衛
生
功
労
者
)

中
西
弘
和

賞

品
・
環
糲
衛
生
事
業
功
労
恣

松
本
崖

「
学
校
教
育
功
労
一

{
奠

勗

労
者
}

日
下
部
威

[
社
会
教
育
功
労
一

{
P
T
A

会
長
}

伊
篳
寿
章

、
大
谷
雄
昭

、
鯨
井
光
冶

、

小
石
橸

、
七
條
俊
彦

、
畠
山
官
弘

、
山

形

貫
則

、
山
潭
耶
子

、
山
本
輝
夫

、
横

川
昭
、
横
岡
正
雄

「
産
業
功
労
」

(
実
業
哨
励
功
労
耆

命
7
治
郎

、
澤
江
紀
子

、
‘恥
添
覽
鞨

一
跳

笳

労
一

(
土
木
建
設
事
業
功
労
恣

岩
本
清
水

、
大
澤
充
、
奥
井
善
太
郎

、

菅
田
俤
治

{
区
画
整
理
事
笑
功
労
者
}

岐
野
健
次
郎

、
荒
井
忠
衞

、
金

杉
晃

、

金
杉
昌
夫

、
鈴
木
孝

】
、
鈴
木

進
、
鈴

木
敏
三

、
鈴
木
貉
侑

、
保
永
孝

{
ま
ち
づ
く
り

事
業
功
労
忍

者
木
正
夫

、
市

僑
和
男

、
上
原
留
冶

、

牛
込
和
久

、
大
熊
″
目

、
大
盛
文
夫

、

柿
沼
賁
太
郎

、
北
蜿
降

、
小
忌
凱
充

、

佐
賀
克
己

、
白
土
徳
一

、
高
橋
藤
男

、

商
見
澤
康
夫

、
田
鵬
利
夫

、
半
谷
良
男

、

古
田
忠
司

「
統
計
功
労
一

伊
藤
康
子

、
倉
田
幸
榮

、
か
板
橋
利
和

、

佐
藤
清
一

、
西

村
次
雄

、
谷
古
宰
均

一

、

古
田
昭
子

「
納
税
功
労
」

赤
羽
敬
司

、
五
十
畑
i

よ
子

、
小
野
寺

勇

、
渋
谷
榮
洪

、
永
谷
一
夫

、
根
岸
正

次

、
三
浦
昭
太
郎
、
三
剛
政
肖

、
横
m

正
之

「
文
化
功
労
一

(
文
化
財
保
護
功
労
忍

渭
水
敏
子

、
藤
田
幸
三
郎

[
体
育
功
労
]

(
体
育
事
業
功
労
君

片
岡
鐵
雄

、
小

林
敦
子

、
佐
藤
初
江

、

菅
津
國
治

、
矢
野
富
男

箍

行
者
一

胄
木
信
用
金
環
理
事
長
長
胆

噐

、
足

立
区
商
盾
街
振
興
怛
=

婆

雲

理
事
長

田
巾
武
夫

、
足

立
区
佛
教
会

、
株
式
会

社
神
田
屋
鞄
製
作
所
代
表
取
締
役
生
m

順
洸

、
株
式
会

拡
ア
ユ
ア
代
表
取
締
役

池
m

信
良

、
株
式
僉

琴

女

シ
ョ
ー
読

充
新
聞
竹
の
塚
駅
前
店
代
表
取
締
役
山

形
清
、
キ
ン

ダ
ー
健
尿
教
育
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
代
表
取
締
登

灌

安
昭
、
在

日
本
朝
鮮
人
東
京
都
足
立
商
工
会
会
長

書

岸

、
或
北
ヤ
ク
ル

ト
販
売
株
式
会

社
愛
飲
者
一
同

、
千
住
緑
町
長
寿
会
会

長
平
山
真
人

、
竹
勇

会
会
長
猪
狩
勇
、

東
京
都
K
s
D

豊
明
会
足
立
支
苧
ヌ
性

部
代
表
蓐
井
椪

弌

東
京
リ
サ
イ
ク
ル

運
勦
市
民
の

会
代
表
亦
池
功
啓
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
あ
にざ

い
、
め
だ

か
の
会
、
立
正
佼
成
会
足
立
歌
会

一
人
命
救
助
】

加
藤
忠
男
{

総
務
憊

4
・

5
坪

の 自 然 を ほおばる

区民農園利用者

募 集
メ

イ ク ベ ジ タ
ブ ル

募
集
農
園
H
表
―
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
利
用
期
間
目
1
2
年
3
月
上

旬
1
M
年
2
月
中
句
(
予
定
)
対
象
H

区
内
在
住
で
耕
作
地
が
な

く
、利
用
期
間
を
通
じ
て

耕
作
で
き
る
世
帯
※
現

在
区
民
農
園
痂
莉
用
さ
れ

て
い
る
世
帯
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
利
用
条

件
卜
野
粟
・
花
類
で
、周

囲
に
迷
惑
か
か
か
ら
な
い

作
物
に
限
る
費
用
H
1

万
円
(
1
年
5
千
円
。2

回
分
割
で
納
入
)
申

込
U
往
復
(
ガ
キ
に
、希

單
y
る
農
園
名
。申
込
者

の
僅
所
・
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、世
帯
全
貝
の
氏
名
、

年
齢
'
$

話
番
号
(
自
宅

お
よ
び
平
日
の
屁
間
に
連

絡
可
収

な
番
号
)

を
明
記

※
申
込
者
が
印

綟
以
上
の

曼

ほ

「
高
齢
者
コ
ー
ナ

ー
希
争

と
朱
記
し
て

ぐ

だ
さ
い

。
抽
選
で
儡
邁

し

惠

夕
、
申
し
込
み
は
I

世

帯
1

枚
に
胥

汞

す
(

同

居
の
場
合
は
I

竺
帯
と

み

な
し
ま
す
)
。雷
複
申
し
込

み
・
明
人
名
義
で
の
印
し

込
み

、
現
在
農
園
利
用
世

帯
の
申
し
込
み
は
す
べ
て

無
効
と
な
り
ま
す

。
な
お

、

今
回
岑
逗
し
た
世
帯
は
次

回
の
申
し
込
み
は
で
4
歪

せ
ん

。

期

限
H
H

月
1
日
囲

消
印
有
効

公

開

抽
選
孔

に月
1
0
日
銜

、
マ
東
武
線
以

西

の
農
翆
・
-午
前
9

時
3
0分
間
始

▽
東

武
線
以

東
の

農
園
・
-・
午
後
蕋

衡

始

抽
澀
碼
日
区
役
所
1
3
陪
会
議
室
当
選

者
の
受
け
付
け
日
他
人
名
義
の
不
正
申

込
防
止
の
た
め
、当
選
さ
れ
た
方
は
1
2

年
1
月
巾
句
に
ご
本
人
が
区
役
所
に
利

用
申
訥
河
を
揚
出
し
て
く
だ
さ
い
。そ

の
際
に
印
込
老
ご
本
人
壼
咥
認
で
瀲
る

も
の
(
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・

(
ス
ポ
と
に
な
ど
)
を
哲
匸
て
く
だ

さ
い
。※
く
ゎ
し
ぐ
は
当
選
通
知
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。農
園
に
は
駐
単
場

は
あ
n
ま
せ
ん
。車
で
の
采
園
は
`
m

し
ま
す
申
・
問
先
卜
農
産
係
〒

図
・
8
5
1
叺
中
央
本
町
l
r
・
1
7
1
1
　
s

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(

代
)

表1　 区民農園一覧

※ 募 集 区 画 数 は 都 合に よ り 変 更 に な る 場 合 かあ り ま す。
公 開 抽 選 はこ の 表の 順 に行 い ま す 。

鹿 浜 区 民 農 園 は 、13年? 月 中 句 ま で の1 年 利 用 で す

自宅で
できる

キ
ッ
チ
ン
菜
園
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

広
い
場
所
が
な
く
て
も

、
台
所
な
ど

の
ち
ょ
つ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
莉
用
し

て
身
近
な
野
菜
を
栽
培
で
膏
王
子

。
小

さ
な
自
然
に
触
れ
e
つ
機
会
が
で
き
る

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
で
育
て
た
新
鮮

な
野
菜
を
味
わ
つ
楽
し
み
が
で
き
生
y

。

た
と
え
ば
、
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
。

サ
ラ
ダ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
こ
の
野
菜

は
冬
で
も
貘
か
い
室
内
で
発
芽
し
、
I

I
y
急
間
ほ
ど
で
収
穫
で
孝
巫
y
。
土

の
代
わ
り
に
水
を
玖
わ
せ
た
ス
ポ
ン

ジ

掌

ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
奎

聢
い

、
牛
乳

の
パ
ッ
ク
や
紙
コ

ッ
プ
を
容
器
に
し
て

栽
培
し

、
毎
日
新
鮮
な
カ
イ
ワ
レ

ダ
イ

コ
ン
を

食
卓
に
並
べ
て
み
ま
せ
ん
か

。

(
I

ブ
テ
ィ
ー
以
外
に
も
、
料
理
の

ソ
ー
ス
に
使
わ
れ
る

な
ど
親
し
ま
れ
て

い
る
(
I

プ

。(
I

プ
は
極
類
に
よ

つ

ア
ロ

フ
ッ
ク
ス
効
果
や
疲
労
回
裂
な
ど

の
効
用
が
あ
口
ま

す

。
丈
夫
で
育
て
や

す
い
ミ
ン
ト
な
ど
の

栽
培
か
ら
始
め
て

、

食
用
だ
け
で
は
な
ぐ
鑑
貫
用
と
し
て
も

栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

そ
の
ほ
か
に

、
プ
ラ
ン
タ

ー
奎

爬
つ

て
ミ
ツ
バ
や
パ
セ
以

芦

娶
寂
培
し
て

。

く
巳

の
中
に
小
さ
な
粟
圖
叢

昊

れ
て
み
て
は
い
か
が
ア
矛
か

。

訪
問

都
立
足
立
技
術
専
門
校

・

足
立
技
術
専
門
校
の
お
い
た
ち

都
・
労
働
経
済
局
の
鳫
設
で
あ
る

都

立
足
立
技
術
専
門
校
は

、
昭
和
3
3
年
に

恚
=
高
砂
町
(
現
在
の
足
立
一
丁

目
)

に
足
立
公
共
職
業
補
導
所
と
し
て

開
設

。

昭
和
4
3
年
に
現
在
地
で
あ
る

綾
瀬
に
移

転
し

、
平
成
9

年
に

都
立
足
立
高
等
職

業
技
術
専
門
校
か
ら

都
立
足
立
技
術
専

門
校
に
幺
耜

変
更
し

劣
し
た

。

・

就
職
の
た
め
の
知
識
・
技
術
の
取
得

を
め

ざ
し
て

こ
こ
で
は
、求
職
中
の
万
や
転
`
娶

隶
疋
て
い
至
朶
卮
は
高
年
齢
な
ど
で

就
職
が
齟
U
い
方
な
ど
が
、就
職
に
必

煢
な
知
識
・
技
蟹
簽
頸
し
て
い
皐
y
。

コ

ー
ス
は
昼
間
8

科
目

、
夜
間
2

科
目

が
あ
り

、
そ
の
中
で

も
応
募
倍
率
の

高

い
木
工
科
は

、
都
内
で
咎

笠

と
昼
川

の
口

校
だ
け

。
科
目
に
よ
ひ
年
齢
制
限

は

あ
り
ま
す
が

、
習

得
能
力
と
意
欲
が

あ
れ
ば
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

。
裘

諧

僅
地
の
制
限
が
な
い
の
で

、
通
学
可
能

な
方
は
入
校
で
跚
東

司

就
職
状
況
の

鮟
し
い
中

、
在
校
牛
ほ

真
剣
に
副
練
と

取
ひ
組
ん
で
い
ホ
歹

。

・
専
門
校
生
の
就
職
相
駁
・
職
業
紹
介
　

専
門
校
の
牛
徒
が
、就
職
な
ど
の
相

談
が
阨
時
で
耆
?
弍
泛
、叉
の
相

談
貝
が
い
ま

す
。
ま
た
今
年
の
5

月
か

ら
専
門
校
の

生
徒
の
た
め

に
直
接
企
業

か
ら
の
求
人
を
尋
ひ

。
職

業
紹
介
が
で

き
る

ぶ
つ
に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
ほ
か

、
専
門
校
修
了
者
に
(

口
I

ワ
ー
ク
(
公
共
職
業
安
定
所
)

が
就

歌
あ
っ
せ
ん
も
し
て
い
ま

す
。

・

働
い
て
い
る
人
の
能
カ
ア

。
プ
の
た

め
に現

在
企

簗
で
実
務
経
験
の
あ
る
方
を

対
象
に

、
新
し
い
技
術
や

高
度
な
技
能

を
取

得
す
る

た
め
の
能
力
向
上
訓

練

迴

期
講
習
)

か

倪
¥

チ

。
簿
記

、

パ
ソ
コ
ン

、
電
気
工
亊
士
受
験
対
策
な

ど
の
コ

ー
ス
が
あ
り
、
主
に
夜

問
6
-
8

日
間
で

学
科
、
実
技
の

指
導
が
あ

り
ま
す
。
募

集
な
ど
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

問
先
日
都
立

足
立

技
術
卑
門
校
(

綾
瀬
5
-
6
1
1
)
a
(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

㈹

▲ 応募倍率が高い木工科

▲ タイル 施 工科 の 実技時 間

学

校
ア

ル

バ

ム

西新井第二小学校
西新井4- 34- 1

【
教
育
目
標

】

生
命
尊
璽
の
精
神
を
基
調
と
し
、
心

身
と

も
に
健
康
で
知
性
と
召
性
に
寓
み

人
間
性
豊
か
な
児
童
の

弯
呎
を
め
ざ
し
、

次
の

目
標
を
基
本
と
し
て
教
育
を
推
延

す
る
。

・
進
ん
で
考
え
る
子

・
仲
良
く
助
け
合
奇

十

・
心
と
体
奩

忌

え
る
子

・
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
子

【
沿

革
】

▽
昭
和
3
9
年
4

月

西
新
井
第
一
小
学

校
分

校
と
し
て
、
西

新
井
第
一
小
学
校

内
に
開
校

▽
同
年
9
月

西
新
井
第

二
小

学
校
と
し
て

独
立
開
校

▽
昭
和
4
1

年
H
月

口
本
学
校
体
育
研
究
運
合

会
、
文
部
省
か
ら
表
彰
(
体
冐
研
究
の

功
項
を
認
め
ら
れ
る
)
-
!
>
昭
和
4
3
年
3

月

都
教
育
委
貝
会
研
究

協
力
校
公

開
発

表
(
体
育
)

▽
昭
和
6
0
年
H

月

関
東
叩
信
越
他
方

放
送
教
贄
研
究
大
会

会
場
と
し
て
研

呪
を
公

開
発
表
(

廼

徳
)
V

平
成
6

年
1
0月

創
立
3
0
周

年
記
念

▽
平
成
U

曹

月
未
現
在

卒
架

伍
総
数
1

千
Ⅲ
人

▽
平
成
H

年
9

月
現
在
1
5

学
級
、
児
莖
数
4
9
9人

【
村
井
一
雄
校
長
か
ら
】

児
莖
ほ
、
毎
日
、
明
る
く
元
気
に
登

校
し
て
い
ホ
y
。
近
ぐ
に
は
公
図
や
高

校
、
公
共
施
汾
な
侃

蛩

豐

、
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
の

学
校
で
す
。
今
年
は
創

立
3
5
周
年
。
研

究
・
行
事
に
も
創
意
工

夫
を
行
い
、
地
域
社
会
の
受

援
の

も
と
、

聞
か
れ
た
学
校
聚
の
ざ
し
て
い
ま

す
。

西新井中学校
西新井7- 22 一1

【
教
育
目
標
】

教
寡

果

法
や
都
・
区
の
教
育
目
標

に
準
机
U

、
刄

砲

食

害

し
紅
竝
の

変
化
に
自
ら
対
応
で
き
る
、
も
裝

か
で

た

く
ま
し
い
侫

瑟

脊

戉
す
る

た
め

、

次
の
目
標
を
か
か
げ
る
。

・
よ

く
考
え
知
性
夲
嚼
く

・
学
瑟

に

品
性
を
鬲
{
茗

・
す
す
ん
で
体
力
を
つ
け
る

【
沿

革
】

▽
昭
和
5
0
年
4

月

酉
新
井
中
学
尽
と

し
て
開
校
)

同
年
5
月

学
校
の
木

パ

ナ
ミ
ズ
キ
」
制

定
式
V

昭
和
5
2

年
4
月

都
教
育
委
貝
会
よ
り
体
力
測

定
協
力
校
に
指
定
さ
れ
る

▽
昭
和
5
3

年
2
月

文
部
省
よ
ひ
運
動
槻
能
検
定

協
力
校
に
指
定
さ
れ
る

▽
平
成
6
年
H

月

創
立
2
0周
年
記
念

▽
平
成
1
1

年
3
月
末
現
在

卒
業
牛
扁
歓
7
千
5
5
1

人

▽
平
虞
1
1年
1
月
現
在
1
6
学
級
、

生
徒
数
5
8
5
人

【
小
川
賢
司
校
長
か
ら
】

牛
褪
た
ち
が
毎
日
明
る
く
元
気
に
登

校
し
、行
事
や
郤
斫
助
に
一
生
懸
命
取

り
組
む
。エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
学
佼

で
す
。子
y
も
た
ち
り
心
が
休
ま
る
学

校
づ
く
吁
黍
烝
ぎ
し
、地
域
の
方
々
の

協
力
君
荵
か
亘
頂
張
っ
て
い
ま
す
。

□ 10月は 労働 相談 強調 月間で す　 労働問題でお困りの方はご相談ください。問先= 東京都王子労政事務所 　3900- 6110
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く

ら
し

の

情
報

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
・・・
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
・

税
・

年
金

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
、
や
め

泰
手
続
き
は
自
動
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

表
―
に
該
当
す
る
方
は
、1
4日
以
内
に

届
け
出
し
て
く
だ
さ
い

。

※
必
要
書

類
や
手
続
場
所
に
つ
い
て
は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
蚤

問
先
卜資
格
賦
課
係

表1　 手続きが必要な事例

※ は国保加入者のみ対象

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
書
を
送
り
ま
す

1
0
月
～
1
2
月
分
の
納
付
書
を
1
0
月
2
0

日
に
郵
送
し
ホ
T
。
保
険
料
峭
期
限
は

毎
月
末
日
(
た
だ
し
、1
2月
分
は
1
月
4

日
)
で
す
。

問
先
卜
資
格
賦
課
係

非
常
勤
職
員
(
レ
セ
プ
ト
点
検
)募
集

雇
用
期
間
卜
1
1
月
1
日
～
D
一
年
3
月
3
1

日
(
週
4
日
動
務
)

※
延
長
可

資

格
H
医
科
・
歯
科
の
医
療
事
務
職
技
能

認
定
資
格
取
得
後
、
医
療
事
務
の
実
務

経
験
が
1
年
弓
あ
る
方
で
、
お
お
む

験
T
4
9
歳
の
健
康
な
方

内
容
H
国

民
健
康
保
険
の
レ
セ
プ
ト
(
診
療
報
酬

明
細
書
)
点
検

報
酬
等
卜
月
額
1
8万

5
千
円
(
H
年
度
実
績
)
※
有
給
休

暇
あ
り
、交
通
費
支
給
(
限
度
額
あ
り
)

選
考
卜
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
定

員
H
2
人
申
込
卜
履
歴
書
(
市
販
・

横
書
に
自
筆
記
入
、写
真
添
付
)
、資
格

証
明
書
の
写
し
を
持
参
申
込
期
間
卜

1
0
月
1
2
日
脚
～
1
5
日
麕
、午
前
9
時
～

午
後
5
時

申
・
問
先
H
保
険
給
付
係

口座振替を
ご利用ください

特 別 区 民 税 ・ 都 民 税 、

国民 健康 保険料、

国民 年金保険料

口座振替にすれば、各納期ごとに口座か

ら自動的に引き落とされるため、便利で安

心です。

申込= 窓口に預( 貯) 金通帳、通帳印、そ

れぞれの納付書を持参 申先= 預 盾) 金

口座のある金融機関( 郵便局を含む) また

は区の担当窓口、区民事務所 問先= ひ特

別区民税・都民税…納税屎整理係 卜 国民

健康保険料…国民健康保険屎収納管理係D

国民年金保険料…国民年金屎保険料係

現
在
持
っ
て
い
な
い

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、4
月
1
日
現
在
に

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
莓
所
有
し
て

い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
二
こ
予

四
輪
車
、
二

輪
小
型
自
動
車
を
痔
っ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
、
届
け
出
夲
寺
れ

ぱ
1
2年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
n
ま
せ

ん
。

対
象
卜
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か

っ
て
い
な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出

し
て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け

出
を
レ
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り

し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方

問
先
卜
表
2

表2　 軽自動車　問い合わせ先一覧

年
金
教
育
資
金
の
貸
し
付
け

年
金
積
立
金
の
運
用
と
し
て
、
高

校
・
大
学
の
入
学
淞
な
ど
に
関
わ
る
貸

付
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
日

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
で
、

加
入
期
間
茫
員

し
て
1
0年
以
上
あ
り
、

過
去
2
年
間
す
べ
て
の
保
険
料
を
納
め

て
い
る
方
。
た
だ
し
、
年
収
千
Ⅲ
万
円
(

事
業
所
得
者
は
瞋
万
円
)
以
内

使

途
日
高
校
、
大
学
、
専
修
学
校
、
予
備

校
、
各
種
学
校
に
入
学
次
之
は
在
学
中

に
必
要
な
費
用
(
入
学
準
備
費
用
、
授

業
料
、
下
宿
代
、
受
験
料
、
在
学
中
の

国
民
年
金
保
険
料
等
)

限
度
額
卜
国

民
年
金
…
5
0万
円
/
厚
生
年
金
…
1
0
0
万

円

貸
付
利
率
卜
年
利
2
.
3
%返
済
期

間
卜
1
0年
以
内

申
先
日
抛
社
会
保
険

福
祉
協
会

登
(
3
5
9
5
)
3
2
5
7

問
先
日
国
民
年
金
課
推
進
係

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
理
由
な
ど
で
、
ど
っ
し
て
も

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
台
、
一
定

期
間
の
納
付
を
お
休
み
す
る
制
度
で
す
。

免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
納
め

た
樊
応
1

分
の
L
に
な
旦
手
か
、

受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
将
来
資
力
が
回
復
し

た
と
き
1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
、
一
定
金

額
を
加
算
し
て
納
め
る
こ
と
も
で
孝
ま

す
。

問
先
日
国
民
年
金
課
保
険
料
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設

こ
の
施
設
は
、
国
民
年
金
の
加
入
者

や
受
給
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
保
養
や

健
康
づ
く
り
な
ど
、
福
祉
の
増
進
の
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
国
民
年
金
福
祉
施
設

で
す
。
こ
れ
ら
に
は
国
民
年
金
会
館
、

健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
、
総
合
健
康
セ
ン

タ
ー
の
I
タ
イ
プ
が
あ
り
、
現
在
5
8旒

設
が
全
国
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
嫐
T
。

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
、
結
婚
式
や
パ
ー

テ
ィ
ー
、
合
宿
や
研
修
な
ど
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
国
民

年
金
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
に
あ
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ゆ
と
り
す
と
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対
象
卜
ど
な
た
で
も

可

※
国
民
年
金
の
加
入
者
・
受
給
者

は
割
安
で
利
用
で
き
ま
す

申
込
卜
直

接
施
設
へ
電
話

問
先
卜国
民
年
金
課

推
進
係

教

育

就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断

を
行
い
串
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知
書

を
1
0月
7
日
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
指

定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ
ず
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
都
合
が
悪

い
樊
尼
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
日
保
健
給
食
係

就
学
相
談
の
お
知
ら
せ

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
予
定
で
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
の
就
学
相
談
を
行
な
つ

て
い
ま
す
。
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め

た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の

相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時
=
毎
週

月
曜
日
人

薩
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
日
教
育
研
究
所
教
育
相

談
係

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

小
学
校
に
入
学
希
望
の
外
国
人
の
方
へ

区
立
小
学
校
へ
の
新
入
学
の
手
続
き

奎
而
亡
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
・
問

先
卜
学
事
係

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

H
月
1
5日
を
調
査
期
日
と
し
て
「
サ

ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
指
定
統
計
調
査
と
し
て
5
年
に
L

度
行
う
も
の
で
、
発
展
を
続
け
る
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
現
状
を
把
握
し
ま
す
。

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
の
目
的
だ
け

に
利
用
さ
れ
、
課
税
な
ど
の
ほ
か
の
目

的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
0月
下
旬
か
ら
調
査
貝
が
対
象
の
事

業
所
に
訪
問
し
、
調
査
票
へ
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
先
川
統
計
係

夜
間
の
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
よ
う

平
成
1
0年
中
、
区
内
で
発
生
し
た
死

亡
事
故
は
夜
間
に
多
発
(
死
亡
者
1
5人

中
1
0人
が
夜
間
の
事
故
)
し
て
い
ま
す
。

車
の
ラ
イ
ト
は
歩
行
者
か
ら
明
る
く
見

え
ま
す
が
、
運
転
者
か
ら
は
3
0
mぐ
ら

い
ま
で
近
づ
か
な
い
と
、
道
路
脇
の
歩

行
者
を
ほ
っ
き
り
と
確
認
で
膏
歪
せ
ん
。

夜
間
の
交
通
事
歌
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
者
か
ら

よ
く
見
え
る
ぷ
つ
に
自
分
自
身
を
目
立

た
せ
、
よ
く
見
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

夜
間
の
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

▽
道
路
照
明
な
ど
の
あ
る
、
明
る
い
場

所
夲
選
ん
で
通
行
す
る

▽
夜
間
は
車
の
落
茹
還
辺
が
わ
か
り

に
く
い
の
で
、
車
が
来
な
い
こ
と
を
十

分
確
か
め
て
か
ら
道
路
を
横
断
す
る

▽
黒
っ
ぽ
い
服
装
を
舜
け
、
目
立
つ
よ

う
に
明
る
い
色
の
服
装
を
心
掛
け
る

▽
自
分
の
存
在
夲
確
認
し
て
も
ら
弓
た

め
、
反
射
材
回
E
の
着
用
釁
心
掛
け
る

▽
自
転
車
は
、
後
部
だ
け
で
な
く
前
面

の
か
ご
の
部
分
や
側
面
の
ス
ポ
ー
ク
部

分
な
ど
に
反
射
材
用
品
を
取
ひ
付
け
る
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
必
ず
ラ
イ
ト
を

点
灯
す
る

問
先
H
交
通
安
全
係

自
賠
責
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

自
動
車
お
よ
び
バ
イ
ク
に
は
、
自
賠

貴
保
険
(
共
済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。無
保
険
(無

共
済
)
で
死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、

そ
れ
こ
そ
大
変
で
す
。
も
し
も
契
約
切

れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、
至
急
加
入
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
日
軽
自
動

車
税
係

掲
示
板

綾
瀬
あ
か
し
あ
園
い
っ
し
よ
祭

日
時
卜
1
0
月
2
4
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
午

後
3
時

内
容
目
授
産
製
品
の
販
売
、

バ
ザ
ー
な
ど

場
・
問
先
卜
綾
瀬
あ
か

し
あ
園

魯
(
5
6
8
2
)
7
2
7
2

1
0月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
を
一
括
し
て
加
入
す
る
、
大
紹
擂

険
で
す
。
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
の
方
は
加
入
が
必
要
で

す
。
未
加
入
の
場
合
は
手
続
き
を
お
早

め
に
。

問
先
卜
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

酋
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

足
立
労
働
基
準
監
督
署

(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

特
別
餐
護
老
人
ホ
ー
ム
正
職
員
募
集

資
格
・
定
員
日
①
介
護
職
員…
介
護
福

祉
士
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
嘔
よ
、

3
0
歳
以
下
叉
②
看
護
婦
(
士
)

・
:
正
・
准
看
護
婦
(
士
)
免
許
、4
0
歳

以
下
z
人
※
く
わ
し
く
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
卜
足
立
翔

裕
園

昔
(
3
8
5
5
)
6
3
6
3

第
6
回
薬
草
勉
強
会

日
時
卜
1
0月
2
4

日
㈲
、
午
前
8
時
3
0分
出
発

目
的

地
卜浦
和
市
見
沼
代
用
水

講
師
卜滝

戸
道
夫
氏
(
日
本
大
学
名
誉
教
授
)

定

員
卜
5
0人
(

先
着
順
)

費
用
目
大
人
3

千
5
0
0円

、
ロ
ー歳
以
下
2

千
円

※
昼

食
代

、バ
ス
代

、保
険
料
込
み

申
込
卜

憊
話

場
・
申
・
問
先
卜
足
立
区
薬
剤

師
会

昔
(
3
8
8
7
)
8
9
3
3

大
谷
田
祭
　
日
時
日
1
0
月
1
7
日
㈲
、

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
3
0
分
内

容
卜
各
種
模
擬
店
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど

場
・
問
先
卜
都
・
大
谷
田
就
労

支
援
ホ
ー
ム
(

旧
大
谷
田
更
正
館
)
　
　

昔
(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

東
京
都
最
低
賃
金
額
の
改
定

改
定
日
卜
1
0月
1

日

最
低
賃
金
額
卜

日
額
5

千
5
1
4円
/

時
間
額
6
9
8円

問

先
日
足
立
労
働
基
準
監
督
署

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
(
初
級
)

日
時
卜
い
‥
1
月
1
3
日
～
1
2
月
1
8
日
の
土
曜

貝
全
5
回
)
、午
後
L
時
～
4
時
対

象
U
高
校
生
以
上
の
都
民

内
容
卜
心

身
障
害
児
・
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

定
員
卜
2
0人
(

抽
選
)

費
用
卜
保
険

料
(
若
干
)

申
込
H
往
復
(

ガ
キ
に

講
座
名

、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

、
電
話

番
号
を

明
記

期
限

目
1
0月
3
0
日

場
・
申
・
問
先
卜
都
立
城
北
養
護
学
校

〒
1
2
1・
0
0
6
2

南
花
畑
5
-
1
3
1
-

合
(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

物
品
買
い
入
れ
等
指
名
競
争
入
札
の

参
加
登
録
受
け
付
け
(
追
加
)

対
象
卜
1
2
年
度
区
の
物
品
買
い
入
れ
等

の
指
名
競
争
入
札
へ
の
参
加
希
望
者

期
間
卜
1
0
月
1
8
日
囲
～
2
2
日
窗
、午
前

9
時
～
午
後
4
時
※
正
午
～
午
後
1

時
を
除
く

場
所
H
区
役
所
南
館
H
階

契
約
課
(
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ
だ

さ
い
)

※
申
請
に
必
要
な
都
・
財
務

局
指
定
用
紙
は
東
京
都
弘
済
会
(
都
庁

都
民
広
場
地
下
)
に
て
販
売

問
先
日

物
品
契
約
係

訂
正
と
お
わ
び

9
月
2
5日
発
行
の
、「
售
竇
い
入
れ

等
指
名
競
争
入
札
参
加
の
登
録
受
け
付

け
」
の
掲
載
内
容
に
誤
叺
が
あ
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
ひ
訂
正
し
て
お
わ
び
し

ま
す
。

【
正
】
物
品
買
い
入
れ

【
誤
】
物
品
質
い
入
れ
(

広
報
課
)
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生

活

環
境

住
居
表
示
板
を
取
り
替
え
ま
す

各
街
区
に
取
り
付
け
の
「街
区
表
示

板
」と
、各
建
物
に
取
ひ
付
け
の
「町

名
板
」
「住
居
番
号
表
示
板
」の
う
ち
、

変
色
し
た
り
誤
れ
た
り
し
た
も
の
を
取

n
拵
え
る
作
業
を
行
い
ネ
す
。取
替
作

業
は
、区
役
所
の
腕
章
を
つ
け
た
委
託

業
者
が
行
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。対
象
地
域
卜
加
賀
一

丁
目
～
二
丁
目
、皿
沼
一
丁
目
上
二
丁

目
、入
谷
一
丁
目
大
丁
目
作
業
予

定
期
間
卜
1
0
月
下
旬
～
1
2
月
下
旬

問
先
卜
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

住
居
表
示
板
を
破
損
・
紛
失
し
た
方

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
。
家

屋
の
玄
関
な
ど
に
取
り
付
け
の
住
居
表

示
板
を
破
損
・
紛
失
し
た
方
に
は
新
し

い
も
の
を
無
料
で
再
交
付
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
卜
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
方

は
、縦
覧
期
間
中
、区
に
対
し
て
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
廖
T
。

縦
覧
お
よ
び
意
見
書
提
出
期
間
卜
1
0
月

2
0
日
團
～
1
1
1
1
一
月
4
日
團
内
容
卜
東
京

都
市
計
回
道
路
幹
線
街
路
補
助
線
街
路

第
2
7
4号
線
(
足
立
区
決
定
)
の
変
更

位
置
卜
葛
飾
区
立
石
一
丁
目
～
足
立
区

六
木
三
丁
目

※
今
回
の
変
更
は
車
線

数
を
定
め
る
も
の
で
、
道
路
構
造
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん

縦
覧
場
所
・
窶
兒

書
提
出
・
問
先
卜
都
市
計
画
係

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
4
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
H
下
水
道
局
北

部
第
二
管
理
事
務
所
業
務
課

容
(
5
6
9
7
)
2
4
5

り乙

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
が
あ
n
ま
す

問
先
卜
計
画

調
整
課
助
成
係

表4　 水洗化可能地域

全
国
一
斉
違
反
建
築
防
止
週
間

10

月

11

日

( 月)

～17

日(

日)

区
で
は
、
違
反
建
築
取
り
締
ま

り
の
た
め
、1
0月
1
4日
團
に
一
斉

公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
平
常
の
監
視
活
動
膏
強
化

し
。
違
反
建
築
工
事
の
早
期
発
見

に
努
め
、
違
反
の
な
い
住
み
ょ
い

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
彖

苣

も

の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
先
卜建
築
調

整
課
建
築
監
察

催
し

物
ガ
イ
ド

子
ど
も
映
画
会

日
時
卜
1
0月
1
6日
出
、
午
後
2
時
3
0分

内
容
ト
ア
ニ
メ
「
ズ
ッ
コ
ケ
3
人
組
・

時
空
冒
険
」

費
用
卜
無
料

申
込
卜

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
卜千
住

児
童
巵

　
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

西
保
木
間

み
ん
な
の
お
ま
つ
り

日
時
卜
1
0月
2
4日
照
、
午
前
1
0時
3
0分

対
象
日
幼
児
(
大
人
同
伴
)
上

般

費
用
目
無
料

場
・
問
先
卜
西
保
木
間

児
童
館

　
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

青
年
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

ス
タ
ッ
フ
募
集

1
9
1
年
2
月
6
日
即
に
青
年
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
大
好

き
な
方
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関
心
の

あ
る
方
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
ま
つ
り

を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
日
高
校
生
以
上
3
0歳
代
ま
で
の
方

場
・
申
・
問
先
H
青
年
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

ク
リ
ー
ン
あ
ら
川

(
荒
川
グ
リ
ー
ン
エ
イ
ト
'
9
9
)

荒
川
を
よ
り
深
く
知
り
、
水
辺
環
境

を
考
兄
る
た
め
、
河
川
敷
の
ご
み
調
査

や
水
質
検
査
奮
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
日
1
0
月
2
4
日
旧
、
午
前
8
時
3
0
分～

1
1
‥
時
場
所
卜
荒
川
右
岸
河
川
敷

(
「
虹
の
広
場
」～
堀
切
橋
)
申
込
卜
電

話

期
限
卜
1
0月
2
2日

申
・
問
先
卜

計
画
調
整
課
計
画

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の

催
し

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
9
あ
だ
ち

テ
ー
マ
は
「2
1
世
紀
の
光
と
風
の
中

へ
～
女
(
ひ
と
)
と
男
(
ひ
と
)
で

創
る
新
時
代
～
」日
時
等
卜
表
6

※
保
育
(
2
歳
～
5
歳
)
あ
り
。
当
日
、

会
場
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

区
民
企
画
講
座

ふ
れ
あ
っ
て
生
き

る

～
あ
な
た
と
創
る
地
域
の
明
日
～

一
人
ひ
と
り
が
人
問
ら
し
く
、
心

豊
か
に
生
き
る
」
地
域
と
は
…
。
も
た

れ
合
つ
関
係
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
足
で
た
ち
、
人
と
ふ
れ
あ
っ

て
生
き
る
方
策
を
探
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
住
ま
い
方
、
ソ
フ
ト
と
(
I

ド
の
両
面
か
ら
「2
1世
紀
型
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
を
考
え
ま
す
。

※
女
性
大
学

婆
に会
に
よ
る
企
画
講
座
で
す

日
程
等
卜
表
7

対
象
卜
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
男
女

定
員
卜
4
0人
(

抽
選
)

費
用
卜無
料

申
込
日
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
理
由
、

「
区
民
企
画
講
座
」
と
明
記

※
保
育
(
2

歳
～
学
齢
前
)
を
希
單
夏
芳
は
、

お
子
さ
ん
の
名
前
、
性
別
、
生
年
月
日

も
記
入
。
な
お
、
保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
1
0月
2
6日
脚
、
午
後
6
時
4
5

分
か
ら
行
い
ま
す

期
限
卜
1
0月
2
5日

必
着

申
先
卜
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
5
1
梅
田
7
-
3
3
-
1
　
　
　
-

い
ず
れ
も
し卜

場
・
問
先
卜女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表6　 女性フェスティバル' 99あだち

表7　区民企画講座ふれあって生きる～あなたと創る地域の明日～

本
の
と
ら
ば
ー
ゆ

図
胼
館
の
本
を
毘
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
区
民
の
方
を
対
象
と
し
て
希

望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

※

ビ
ニ
ー
ル
貨
芦
蚤
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

日
時
卜
1
0
月
2
3
日
出
・
2
4
日
㈲
、午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
場
・
問
先
卜
東
和

図
瓣
館

昔
(
3
6
2
8
)
6
2
0
3

放置 自転車禁止区域
北綾瀬駅周辺

区
で
は
、
駅
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0
m以

内
を
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
、
撤
去

活
動
を
行
っ
て
い
毒
耳

撤
去
自
転
車

は
区
の
保
管
場
所
に
運
び
、
返
還
時
に
2

千
円
を
撒
去
費
用
と
し
て
納
め
て
い

た
だ
孝
豕
す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ

る
と
処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ

い
。
自
転
車
で
通
勤
・
通
学
唇
き
れ

る
方
は
駐
輪
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

区
営
・
有
料
駐
車
場

北
綾
瀬
南
駐
車
場

谷
中
2
1
3
-
7

先

※
現
在
、
定
期
利
用
に
相
当
数
の

空
登
の
り
　
(
3
6
2
9
)
1
0
4
2

北
綾
瀬
北
駐
車
場

谷
中
4
-
4
-
9
　
　
　
　

　
(
3
6
2
9
)
0
8
0
4

区
営
・
無
料
駐
車
場

谷
中
五
丁
目
駐
車
場

谷
中
5
-
1
-
2
0

先

民
営
駐
車
場

北
綾
瀬
P
・
S
・
S
ビ
ル
駐
輪
場

谷

中
4
-
1
-
2
0
(北
綾
瀬
駅
左
斜
め

前
)

容
(
3
6
2
9
)
9
0
0
0

・
加
平
移
送
所

加
平
2
-
1
7
1
6

問
先
卜
自
転
車
係

第
1
6
回
都
内
一
斉

駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

統
一
標
語
「
困
り
ま
す
。
自
転
車
置
き

ざ
り
、
知
ら
ん
ぷ
り
」

放
置
自
転
車
の
I
掃
夸
め
ざ
し
、
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

自
転
車
の
放
置
は
、
駅
周
辺
の
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
ば
か
ひ
か
、
歩
行
者
の

通
行
を
蓙
じ
、
災
害
時
の
避
難
経
路

を
ふ
さ
ぐ
な
ど
非
常
に
危
険
な
行
為
で

す
。
駅
近
隣
の
方
は
歩
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
自
転
車
は
駐
輪
場
に
と
め
ま

し
ょ
う
。
期
間
卜
1
0
月
2
2
日
窗
～
3
1

日
囲

内
容
卜区
内
主
要
駅
頭
で
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
(
表
5
)
/
放
置
自
転
車
等

の
街
頭
指
導
強
化
/
ポ
ス
タ
ー
・
横
断

幕
の
掲
示

問
先
卜
自
転
車
係

表5　 駅頭キャンペーン

※ いずれも、時間は午前10
時3口分から

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

=
出
店
者
募
集
=

y
1
0月
3
1日
日

江
北
平
成
公
園

午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
の
場

合
1
1月
7
日
囲
/
1
0
0区画
/
出
店
料
2

千
円
/
電
話
/
大
島

a
(
3
8
8
0
)
8
2
2

り£

▼
n
月
了
日
日

諏
訪
木
西
公
園

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
3
0
分
※
雨
天

の
畳
冒
月
1
4日
旧
/
6
0区
画
/
出
店

料
千
円
/
電
話
/
小
山

昔
0
7
0
(
5
0
8
了
)
8
9
6
4

y
1
1
月
7
日
同
区
役
所
南
側
広
場

午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
高

橋

昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

イラスト・身近な話 題を募集 中!

みんなの

ぺ ージ

申・問先= 広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

面
白
い
言
葉
を

大
学
ノ
ー
ト
に

ペ
ン
ネ
ー
ム
ウ
ル
ト
ラ
の
毋

(
中
川
五
丁
目
)

二
人
の
息
子
が
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
興
味
夲
痔
ち
、
面
白
い
こ
と
啻
言

い
ま
す
。
私
は
い
つ
も
大
笑
い
。

小
一
の
長
男
。
雨
の
降
り
そ
う
尽
空

を
見
て
、「
う
ぉ
っ
、
見
て
見
て
'
・

空

が
怒
っ
て
い
る
よ
。
う
ぉ
1
1
つ
っ
と

か
言
い
そ
う
」

ふ
歳
の
次
男
は
大
き
い
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
蚩
兄
て
、「
あ
1
あ
1
あ
I
、
大
き

い
赤
ち
ゃ
ん
だ
な
1
。
顔
が
つ
ぷ
さ
れ

て
い
て
痛
い
っ
て
」

子
ど
も
の
言
葉
は
と
て
も
叩
日
い
の

で
、
愁
哭
学
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
ま

す
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
興
味

を
持
ち
、
早
く
こ
の
ノ
ー
ト
を
笑
え
る

言
葉
で
埋
め
つ
く
し
て
欲
し
い
で
す
。

(
広
報
課
か
ら
)
子
ど
も
の
純
朴
で
鋭

い
観
察
力
が
、
大
人
の
思
い
つ
か
な
い

言
葉
に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

「
馬
」
比
企
隆
一
さ
ん
(
干
住
中
居

町
)
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お
休
み
し
ま
す

庁
舎
ホ
ー
ル
・

駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等

1
0月
1
6日
出
・
1
7日
㈲
は
、
電
気
設

備
点
検
の
た
め
、
区
役
所
全
館
を
閉
館

し
ま
す
。
当
日
は
、
庁
舎
ホ
ー
ル
・
区

民
ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
・
基
幹
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
、
ご

利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

問
先
日
庁
舎

管
理
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

い
こ
い
の
場
所
老
訪
ね
て
⑱

関
原
の
森

「
秋
の
風
景
を
写
生
で
も
」。
こ
ん
な

方
に
も
お
勧
め
の
場
所
で
す
。

シ
ン
ボ
ル
の
し
い
の
木
が
、
新
し
く

植
樹
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
紅
葉
を
迎

え
ま
す
。
昨
年
ま
で
あ
っ
た
木
の
ぷ
つ

に
、
大
き
ぐ
成
長
す
る
こ
と
を
思
い
描

く
と
楽
し
み
に
な
り
祟
す
。

ま
た
、
敷
地
内
に
は
旧
愛
恵
学
園
の

木
造
園
舎
を
保
存
、
活
用
し
た
愛
恵
ま

ち
づ
く
り
記
念
館
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く

り
工
房
館
や
本
木
闃
原
住
区
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
そ
ろ
っ
て
モ
ダ
ン
な
外
観
と

な
っ
て
い
ま
す
。

≪
広
報
課
≫

関
原
1
-
2
1
-
9
ほ
か

東
武
バ
ス
(

北
千
住
駅
～
西
新
井
車
庫
、
補
助
川

営
誣
由
)
西
新
井
橋
下
車
徒
歩
3
分

し
い
の
木
を
中
心
に
静
か
な
た
た
ず
ま
い

▲ 愛恵まちづくり記念館には
資料室などがあります

花 だよ り

十月桜

椏
と
い
う
と
、
一
般
に
は
春
に
咲
く

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
中
に
は
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
咲
く
桜
も
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
品
種
と
し
て
。
十
月
桜
や

冬
桜
、
寒
桜
、
不
断
気
曾
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
十
月
桜
や
冬
桜
は
、
舂
の
4

月
上
旬
と
秋
の
1
0月
～
1
2月
の
年
2
回

花
を
朕
か
せ
ま
す
。
寒
桜
は
舂
先
に
、

当
区
で
は
例
年
2
月
上
旬
に
、
ほ
か
の

桜
に
先
立
っ
て
咲
き
始
め
ま
す
。
ど
う

し
て
こ
の
ぶ
刄
季
節
は
ず
れ
に
咲
く

か
は
、
は
っ
き
口
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

江
北
北
部
緑
道
公
園
に
は
十
月
桜
が
8
7

本
字
こ
め
て
植
え
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
が
見
ご
ろ
で
す
。
秋
咲
く
花
は

舂
豌

徑

べ
嘉

が
ふ
さ
く
、
を

も
可
憐
に
感
じ
ら
れ
零
歹
。

少
し
寒
い
時
期
で
す
か
、
た
ま
に
は

季
節
は
ず
れ
の
お
花
見
も
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。{

公
園
緑
地
課
}

区
内
で
十
月
桜
の
見
ら
れ
る
公
園

江
北
北
部
緑
道
公
園
(
谷
在
家
2
1
1
3
1

皿
沼
3
-
2
0
)

※
公
園
の
施
設
は
大
切
に
し
ま
し
ょ
う 絵: 田村徳子さん( 島根1 丁目)

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の

催
し

消
費
生
活
の
問
題
を
勉
強
す
る
方
へ

講
師
を
派
遣
し
ま
す

対
象
日
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
(
2
0
人
以

占
内
容
ト
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
・

訪
問
販
売
な
ど
悪
質
商
法
の
手
口
と
予

防
。
紊
ほ
皆
さ
ん
が
調
査
研
究
し
て

い
る
消
費
生
活
問
題
で
セ
ン
タ
ー
が
認

め
る
も
の
申
込
卜
開
催
日
時
(
平
日

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
)
、会
場
、内
容

が
決
定
後
、
電
話
。
セ
ン
タ
ー
承
諾
嘴

申
請
譽
冨
田

更
蕩
は
申
請
者
が

用
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
講
師
費
用
は
セ

ン
タ
ー
が
負
担
(
限
度
額
あ
り
)

期

限
卜
開
催
日
の
1
ヵ
月
前
ま
で

天
然
酵
母
パ
ン
作
り

天
然
酵
母
を
用
い
た
パ
ン
を
作
ひ
な

が
ら
、パ
ン
を
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
見

て
い
き
ま
す
。日
時
卜
1
0
月
2
8
日
中

2
9
日
窗
、午
後
2
時
～
4
時
場
所
ト

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象
卜区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方

定
員
卜
3
0人
(
先
着

順
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
電
話

-

い
ず
れ
も
トト

申
・
問
先
卜
消
費
者
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

求
む
!

「
2
1
世
紀
へ
の
思
い
」語
り
人

来
年
1
月
1
日
発
行
「
あ
だ
ち
広
報

エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
テ
ー
マ
は
、1
年

数
力
月
後
の
「2
1世
紀
」。
そ
こ
で
、こ

う
な
れ
ば
い
い
な
、
こ
ん
な
こ
と
し
た

い
な
と
い
う
夢
や
希
望
、
こ
れ
は
残
し

て
お
き
た
い
、
伝
え
た
い
と
思
う
こ
と

な
ど
、2
1世
紀
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
。
掲
載
者
に
は
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
卜
[
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、3
世
紀
へ
の
思
い

を
簡
単
に
お
書
き
く
だ
さ
い

期
限
川
1
0

月
1
5日
必
着

申
・
問
先
卜
広
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

原
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

スケッチあだち
このコーナーではまちの情報・話題を

お待ちしていま す。

問 先= 広 報 係t r3880- 5111 ㈹

自然にとけ込んで、
河川敷を走る

9
月
1
5日
、
荒
川
河
川
敷
で
第
2
8回

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
兼
第
2

回
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
ー
ト
ル
マ
ソ
ラ
ン

大
会
が
開
か
れ
、(
I
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
5

㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
5
つ
の
種

目
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
も
参

加
で
き
る
の
で
、
車
い
す
の
方
や
、
伴

走
者
と
と
も
に
参
加
し
た
目
の
不
自
由

な
方
も
、
健
常
者
と
い
っ
し
ょ
に
自
分

の
ペ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
み
ま
し

た
。ま

た
、
メ
キ
シ
コ
五
輪
で
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
の
君
原
健
二
さ
ん
(
現
、
九
州
女

子
短
期
大
学
教
授
)
が
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
一
般
参
加
者
と
と
も
に
(
I
フ
マ

ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ さあ、 スタート!

▲ 大会前、25回出場 で表彰

された石川喜一さん( 93歳、

名古屋市) 、5 ㎞のウォーキ

ングに出場し、完歩しました

地
域
で
奏
で
る
健
全
育
成
の
メ
ロ
デ
ィ

9
月
1
6日
、
青
少
年
対
策
綾
瀬
地
区

委
員
会
主
催
の
「
音
楽
の
夕
べ
」
が
綾

瀬
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
管
内
7

校
の
小
・
中
学
生
が
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、
学
校
間

の
交
歓
や
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
方
と

の
交
流
痂
ほ
か
り
、
ま
た
、
開
催
に
至

る
ま
で
の
準
備
や
練
習
を
通
じ
て
、
地

域
社
会
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ば
せ
な
が

ら
青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
す
も
の

で
、
今
年
で
1
0回
目
で
す
。

演
奏
に
先
立
ち
、
児
童
・
生
徒
に
よ

る
健
全
育
成
生
活
指
導
標
語
「
育
て
よ

う

心
の
中
に

が
ま
ん
の
木
」
な
ど
、

優
秀
作
品
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た

東
溯
江
小
学
校
の

親
子
音
楽
サ
ー
ク
ル

綾瀬小学校
による「八丈
島太鼓」

Γ止まろうね
たしかめようね

わたる 前」

9
月
6
日
に
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
、

「
足
立
区
小
学
校
交
通
安
全
の
っ
と

い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
参
加

し
た
の
は
区
内
小
学
4
年
生
の
4
2
7人で
、

自
転
車
二
人
乗
り
の
危
険
性
な
ど
、
実

際
に
体
験
で
き
ま
し
た
。
ま
た
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
大
切
さ
を
警
察
署
員
が

「
信
号
妖
怪
・
赤
バ
バ
」
と
い
う
コ
ン

ト
で
熱
演
。
最
後
は
警
視
庁
音
楽
隊
の

演
奏
で
し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

新
鮮
　
大
盛
況
　
北
足
立
市
場

9
月
1
9日
、
北
足
立
市
場
で
「
都
民

の
た
め
の
野
菜
天
国
・
果
物
王
国
」
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
市
場
内
は
、
業

者
の
み
で
一
般
の
方
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
が
、
当
日
は
約
1
万
5
千
人
も
の
人

々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
な
ど
の
果
物
を
は
じ
め
、
大

根
、
新
ご
ぽ
う
な
ど
の
新
鮮
な
青
果
や
、

切
旦
化
、
鉢
植
え
の
販
売
、
焼
き
そ
ば
、

ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
模
擬
店
が
並
び
大
盛

況
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の
「
野

菜
ル
ー
レ
ッ
ト
」
で
は
、
開
催
時
間
前

か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
お
目
当
て
の

物
が
当
っ
て
、
大
喜
び
の
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
屋
外
会
場
で
は
西
新
井
消
防

署
が
幼
児
を
対
象
と
し
て
消
防
着
の
試

着
サ
ー
ビ
ス
や
(
シ
ゴ
車
の
試
乗
体
験

を
行
い
、
い
ざ
番
が
回
っ
て
き
て
も
尻

込
み
す
る
子
も
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち

の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

▲「野菜ルーレット」で秋の味覚が大当り

イベント　盛りだくさん

都市農業公園
8 月22日、バジルソース教室と、わらぞうり作り教室

力欄 かれました。滉内のハープ園で栽培された新鮮なス

イートバジルと松の実などを使ってバジルペーストを作

りました、参加の男性陣もバジルの葉を刻んだり、すり

鉢で松の実をすったりと大活躍、ハープの栽培の話しも

あり、花も実もある教室でした
ぶ

I
ワ
ラ
の
編
み
方
を
習
う
目

も
真
剣
、
は
き
心
地
も
左
右

さ
れ
ま
す

白い彼岸花が
咲きました! !

9
月
下
旬
、
綾
瀬
二
丁
目

在
住
の
松
山
昭
吉
さ
ん
か
ら

「
白
い
彼
岸
花
が
墜
策
し

た
」
と
の
情
報
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
の
花
は
、
松
山

さ
ん
が
丹
精
込
め
て
咲
か
せ

た
も
の
で
、
赤
い
彼
岸
花
に

混
じ
っ
て
咲
い
た
珍
し
い
白

い
花
は
、
道
行
く
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

0 ラモス瑠偉さんのサイン入り色紙は、吉永真さん 胝

月在住)、田口淳士さん(島根在住)、根岸武生さん(中川
在住)、渡辺靖子さん( 西竹の塚在住) が当 選されまし

た、おめでとうござい ます。

古紙配合率70% 再生紙を使用しています M. N. Ya　237, 000


